
公式記録に関して 
１．心構え 
  公式記録は、その試合の記録の原本となり、その試合に関する記録は全てこの公式記録が参照されます。 
 従って、公式記録をつけるにあたっては、絶対に間違いは許されないという意識で臨んでください。 
また、あいまいな表記はありえません。不明点は必ず確認をお願いします。 

（単なるスコアシート記入員ではないということを自覚してください） 
 
２．業務内容 
 ①スコアシートの作成 
  極力個人差がでないように、表記法、記号を統一してください。 
  また集計の手順を統一して、ミスを防ぎましょう。 
 
 ②記録判定（ヒット、エラー、ＦＣ等） 
  ヒット，エラーの判定は非常に重要です。安易な思い込みで判断せず、慎重かつ客観的に私情をはさまず判

定してください。ヒット後のエラー進塁、送球間進塁などもよく見極めてください。 
  
 ③勝利投手、敗戦投手の判断 
  これも公式記録員の仕事です。複数の投手が登板した場合、記録員からみた印象で判断、決定されることも

あります。 
 
 ③記録関係の数値集計（打数、安打、打点、投球数、三振、自責点等々） 
  記録関係の数値については、専門的なルールの知識が要求されます。少しでもルールに精通するようお願い

します。特に自責点、打点に関してのルールは複雑ですので注意してください。 
 
３．スコア記入上のよくある不具合や注意点 
（１）集計ミス 

打数、安打、盗塁、四死球等の合計数の不一致。 
イニングごとの安打数、四死球、三振数の総数と全体の合計数が一致していない。 

 
（２）記入漏れ 

盗塁、盗塁死、併殺、暴投、捕逸をした選手名の記入欄の未記入。 
守備記録欄の未記入。 
守備交代のイニングの未記入。 

 
 
（３）スコア表記に関して 
 ①三振、四球の最後の投球を記入欄に記入しない → 記入する 
②盗塁刺の表記 ＳＴＯ →（２－６）’ 
③犠牲バントの表記 ◇５－３ → ５－３ 
④四球の記号 Ｈ → Ｂ 
 
 
 

（４）記録に関して 
 ①失点、自責点の判定 
②打点のつく場合とつかない場合 
③併殺打のつかない併殺、併殺が成立しなくても併殺打になる場合。 
④失策について 
 野手が打球に触れたかどうかは、失策の判断基準ではない。 
 ファール飛球でも失策をつける場合がある。 
 



「打席」→
「打数」
の誤記と
思われる

神奈川県野球協会では選手コードは
省略することが多い

↑「守備妨害」
の誤記と思われる



神奈川県野球協会では、
補殺・刺殺を集計しないことも多い



神奈川県野球協会では
三振でKを使わず
S.Oで統一している。





 

補殺、刺殺、併殺、許

盗塁、失策をその都度

記入。三重殺のあった

ときは左欄外に記入。 
※補殺、刺殺は神奈川

では記入しない場合あ

り。 
三振ゲッツー、飛球で

の走者のとび出しは併

殺打はつかない。逆に

併殺が成立しなくても

併殺打をつけることも

ある(転送球時にミスの

あった時) 

各項目をその都度

記入する 
※打席数と塁打は

最後に数字で記入

※正の字は原則５

個までで使用。６以

上になったら欄外

にチェックして最

後に数字で記入す

る 
※安打数には長打

も含める 

イニングごとに集計し、

累計も記入 
選手名と背番号を記入。

打ち方はＲ,Ｌ,Ｓで記入 

守備位置、代打、代走

を記入。交代時はその

イニングを( )で記入 

投手成績の集計欄。交

代、終了時に記入する。

勝投手はＷ，負投手は

Ｌ、完投はＹ。当初は

先発投手、完了は試合

終了時の投手、補回は

延長で登板した投手に

○をつける。 
※暴投,ボーク,失点,自
責点はその都度記入

(チェック)しておく 

各項目を記入する 

併殺に参加した野手名をその都度記入する。例）５回に５－４－３の

併殺の場合「５ 田辺－芦硲－菅」 
三重殺の時は、＊をつける「５ ＊田辺－芦硲－菅」 
※併殺打と併殺は必ずしも一致しない（併殺打にならない併殺もある）

盗塁、盗塁死、併殺

打、妨害出塁、守備

妨害をそれぞれ行な

った選手名を記入

（攻撃側） 

暴投、ボークをした投手名を記入 
補逸した捕手名を記入 
打撃妨害した捕手名、走塁妨害した野手名を

記入(打撃妨害、走塁妨害は失策をつける) 

長打を打った選手名を記入。

本塁打は選手名－大会通算

数－打点－投手名を記入。

↑もともとの意味は
この通りだが、安打欄に
単打の本数だけを
記録するケースも見られる。



 



※特記事項は完全試合、無安打無得点、完封、,無四球試合、無

失策試合、その他の達成された記録（サイクル安打など） 



１ ．　タイ･ブレーク適用開始イニングの左に太線を引き、特記事項欄にタイ･ブレーク開始イニングを明記する。

　　※イニングスコア記入欄にも同様に太線を引く。

２ ．　規定により出塁した走者を記入する。

　　※出塁した塁の欄にＴＲと記す。

　　※球審の指示に従い、走者の背番号を確認する。

３ ．　集計に関わる留意事項

　（１）規定により出塁した選手の得点及び残塁は、そのまま集計する。

　　　　また、規定により出塁した選手の得点を含む打点もそのまま集計する。

　（２）タイ･ブレーク適用のイニングの投球回数は、１回ではなく、２／３回とする。

　　　　従って、３イニングとタイ･ブレーク２イニングに登板した投手の投球回数の合計は、４ １／３回とする。

　　　　

タイ･ブレーク適用時のボックススコア記入要領

規則･審判委員会　公式記録部会

日本野球連盟（社会人野球）内規の定めによりタイ･ブレークが適用された場合のボックススコアの記入要領は以下のとおりとする。

以上


